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クロスフローシュレッダによる放射性物質除去の処理技術 

 

野島 剛（鹿島環境エンジニアリング株式会社） 

 

１．はじめに 

 東京電力福島第一原子力発電所の事故により放出された放射性物質は、自動販売機や自動車等のラジエータ

に付着し、経年変化によりラジエータの金属表面の酸化膜に固着して高圧洗浄では除染が難しくなった。この

為、汚染されたラジエータに対し、密閉された空間内で破砕をおこなうクロスフローシュレッダ（CFS）を用

いて、破砕時の摩擦洗浄による除染効果を確認する。また、破砕された金属チップを酸又はアルカリを用いた

溶解除染を行い、リサイクル可能なレベルまで金属チップの除染を行った。 

２．試験の概要 

 自動販売機及び自動車から汚染されたラジエータを各々4基、計 8基を取り外し、自動販売機由来 2基を一

組にしてバッチ 1、2を、自動車由来 2基を一組にしてバッチ 3、4を形成。CFSにて破砕、除染を実施。また

補助的に溶解除染も実施した。試験フローを図１に示す。 

 ラジエータの放射能量、線量率を測定する。ラジエータをバッチ毎に CFSで 

60秒間破砕した。破砕された金属チップは排出ゲートから排出され、粉塵は 

集塵装置で回収した。ラジエータを構成する金属チップの内、アルミ片はア 

ルカリ溶液で、鉄・銅片は酸溶液で溶解除染を実施。この廃液は凝集沈降、 

固液分離を行い、スラッジを回収。各工程での派生物の放射能量を測定し、 

放射能収支を確認した。また、金属チップの放射能量、線量率を測定した。 

３．試験結果 

 CFS及び溶解除染による線量率、放射能の変化及び除染率について評価を行った。表１に汚染ラジエータの

摩擦洗浄による線量率の変化を示す。除染前のラジエータの線量率が 0.26～1.72μSv/hあったものが、0.04

～0.15μSv/hまで下がった。 

 また、放射能の変化について図 2及

び図 3に示す。摩擦洗浄による放射能

の変化はバッチ 1,3,4で 97%、バッチ

2で 93%減少した。溶解除染による放

射能の変化はバッチ 2について実施し

た結果、67%減少した。 

 摩擦洗浄による放射能収支について 

図 4に示す。これによると金属チップ 

の放射能が 5.1%、粉塵等の放射能が 

35.2%あり、40.3%が確認された。残り 

59.7%については、CFS内及び集塵装置 

等の内面への付着等と推定。 

 摩擦洗浄により、線量率及び放射能が大幅 

に低減し、高い除染効果が確認できた。また 

溶解除染を補助的に使用する事により、金属 

チップはリサイクル可能となった。 

 バッチ 1 バッチ 2 バッチ 3 バッチ 4 

ラジエータ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

摩擦洗浄前 0.39 0.37 1.72 0.51 0.28 0.32 0.26 0.42 

摩擦洗浄後 0.04 0.15 0.04 0.04 

 

図 1. 試験フロー 

表 1 汚染ラジエータの摩擦洗浄による線量率の変化（単位：μSv/h） 
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図 3.溶解除染による放射能の 

  変化と除染率 
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図 4. 摩擦洗浄による放射能収支 
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